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0.1.1　はじめに

　GPS/GNSSシンポジウムプロシーディング原稿作成上のお願い。

　原稿は、原則としてそのまま写真製版できるいわゆるフォトレディ・カメラレディーの形でお願いします。長さは10ページ程度以内まででお願いします。

　用紙サイズA4、余白上30mm、下30mm、左右25mm。印刷は白黒なので図も白黒印刷でも判明できるものをご用意ください。フォントは明朝またはMS明朝、10ポイント、数字と英文字はcenturyで、カタカナは原則として全角10ポイントで、行間は14ポイントとすれば、概ね1ページあたり22文字×94行となります（2段組、2ページ目以降）。

テキストのサイズはA4です。原寸で印刷されます。図表がバカでかくなったり、小さすぎて見づらかったりすることの無いようご注意下さい。またバランス良く配置されるようご配慮願います。改行は禁則処理、英文ワードラップ、句読点ぶら
下げ、日本語と数字の間の自動調整、日本語と英文の間の自動調整をオンにする。

図表のキャプションは9ポイントで図の下に、表の上に入れる。
図のタイトル
１ページ目

最上段より、例えば

2.4 コンビニ用車両管理システム

　表題は20ポイントでボールド（太字）、左寄せ。20ポイントで1行開けて、名前と所属を12ポイント、太字で所属は（　）（括弧は全角）で囲み、中央揃え。その下にメールアドレスを中央揃えで。その下12ポイントで1行開けて、本文に入る。

2. 4.1　はじめに

最後の行は開ける。

2.4.2

2.4.2.1

　各節の番号（Century）および表題は全て10ポイントで太文字とし、番号と表題の間隔は全角1文字分のスペースを開ける。各節の表題（太字）の前は1行開ける。2.1.2までは最後の行は1行開ける。2.1.2.1の最後の行は開けない。

最後の節は

2.4.○　おわりに　　　

で終わるようにする。この行の前（三桁までの節番号の前）行はブランクとする。
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参照文献の引用は//で数字を挟む。例えば/1/

「おわりに」の文末に1行開けて

参照文献

/1/　著者、論文名、掲載紙（誌）、巻号、pp.開始～終了ページ、発行年月

この文章にはスタイルが適用されています。[GNSS09]で始まるスタイルを適宜適用していただくことで、体裁が整うかと思います。
原稿締め切りはシンポジウムサイトをご覧ください。
添付ファイルまたはCD-ROM等で頂いても結構です。

章番号等は後日、ご連絡します。
